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  （百万円未満切捨て）

１．2019年３月期第１四半期の連結業績（2018年４月１日～2018年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2019年３月期第１四半期 26,102 △0.3 447 △51.8 512 △49.3 338 △48.2 

2018年３月期第１四半期 26,184 12.9 927 16.1 1,010 66.1 653 54.0 
 
（注）包括利益 2019年３月期第１四半期 △839 百万円 （－％）   2018年３月期第１四半期 2,108 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2019年３月期第１四半期 7.48 － 

2018年３月期第１四半期 14.26 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

2019年３月期第１四半期 129,889 64,566 49.2 

2018年３月期 131,148 66,145 49.9 
 
（参考）自己資本 2019年３月期第１四半期 63,882 百万円   2018年３月期 65,414 百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2018年３月期 － 12.00 － 15.00 27.00 

2019年３月期 －        

2019年３月期（予想）   13.00 － 17.00 30.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．2019年３月期の連結業績予想（2018年４月１日～2019年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 
第２四半期（累計） 57,000 4.2 2,500 △8.4 2,400 △12.2 1,600 △10.9 35.33 

通期 120,000 7.0 6,800 28.7 6,600 28.1 4,400 27.6 97.15 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：有 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年３月期１Ｑ 46,988,109 株 2018年３月期 46,988,109 株 

②  期末自己株式数 2019年３月期１Ｑ 1,696,447 株 2018年３月期 1,696,143 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2019年３月期１Ｑ 45,291,889 株 2018年３月期１Ｑ 45,860,741 株 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ３「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧下さい。 

 

（日付の表示方法の変更） 

 「2019年３月期 第１四半期決算短信」より日付の表示方法を和暦表示から西暦表示に変更しております。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年６月30日）の世界経済は、欧米を中心に総じて景気回復

傾向が続いているものの、米国政権の追加関税に対し、中国や欧州が対抗措置を表明するなど、貿易摩擦の強まり

に伴う輸出環境への懸念などから先行き不透明感が強まっています。日本経済は、個人消費の持ち直しなど緩やか

な回復基調が持続していますが、日本の発泡プラスチックス業界におきましては、原油価格が当四半期に入り上昇

を続け、原燃料価格や物流コストが値上がりする一方で、川下の小売業界ではネット通販の台頭などもあって、価

格調整に時間を要する状況となっており、収益面で厳しい経営環境となりました。

 このような経営環境のなか、当社グループは2016年度からの３カ年中期経営計画「Ｍａｋｅ Ｉｎｎｏｖａｔｉ

ｏｎｓ 60」の最終年度を迎え、「事業ポートフォリオ変革」と「収益構造革新」を進めるべく、施策を着実に推

進しております。当第１四半期連結累計期間は、自動車、医療・健康関連を中心に工業分野の伸長は続いています

が、建材・土木関連を中心に生活分野の需要が低調であったことに加え、原燃料価格などの上昇に対し、製品価格

の改定が追いつかず、収益が悪化しました。その結果、売上高は261億２百万円（前年同期比0.3％の減少）、営業

利益は４億４千７百万円（前年同期比51.8％の減少）、経常利益は５億１千２百万円（前年同期比49.3％の減

少）、親会社株主に帰属する四半期純利益は３億３千８百万円（前年同期比48.2％の減少）となりました。

 

 以下、各セグメントの業績は次のとおりであります。

 

＜生活分野＞

 生活分野の売上高は147億１千万円（前年同期比4.0％の減少）、セグメント利益は２億７百万円（前年同期比

65.0％の減少）となりました。

 食品容器関連は電子レンジ加熱に対応した耐熱容器などの需要が引き続き好調となりましたが、建材・土木関連

の需要は低調に推移しました。また、関連仕入商品の販売減が前年同期比減収要因となりました。

 主力製品では、「エスレンシート」（発泡ポリスチレンシート）は売上数量・金額とも前年同期を上回りました

が、「エスレンビーズ」（発泡性ポリスチレンビーズ）は売上数量・金額とも前年同期を下回りました。売上単価

は製品価格の改定により、ともに前年同期を上回りましたが、原燃料価格の上昇に追いつかず、収益が悪化しまし

た。

 開発品では、土木関連資材の樹脂製雨水貯留浸透構造部材「アクアロード」に注力しています。「アクアロー

ド」はゲリラ豪雨の冠水対策として、車道の下にも適応可能な部材で、道の駅や宅地造成などに採用されました。

雨水貯留の性能に加えて、輸送・保管時の収納性や施工性がよい特長を活かして、国・地方公共団体等に積極的に

展開・拡販しています。

 

＜工業分野＞

 工業分野の売上高は113億９千１百万円（前年同期比4.9％の増加）、セグメント利益は４億７千２百万円（前年

同期比23.7％の減少）となりました。

 家電・ＩＴ関連では、「ピオセラン」（ポリスチレン・ポリオレフィン複合樹脂発泡体）などを用いた液晶パネ

ル搬送資材用途において、前年同期に好調であった台湾での需要が一巡となりました。「テクポリマー」（有機微

粒子ポリマー）は、液晶パネルなどの光拡散用途や塗料用途において堅調に推移しました。自動車関連では、「ピ

オセラン」などを用いた部材用途において、グローバルに採用部位が拡大しました。医療・健康関連では、「テク

ノゲル（ＳＴ－ｇｅｌ）」（機能性高分子ゲル）が、低周波治療器用パッドや化粧品用パック材などで好調に推移

しました。

 ５月に米国で開催された世界三大プラスチックス総合展「ＮＰＥ 2018 Ｔｈｅ Ｐｌａｓｔｉｃｓ Ｓｈｏ

ｗ」に出展しました。当社ブースは、「Ｙｏｕｒ Ｐａｒｔｎｅｒ ｆｏｒ ａ Ｂｅｔｔｅｒ Ｆｕｔｕｒｅ

（未来（あした）を創るパートナー）」をコンセプトに、様々な素材を基軸に付加価値を創造する技術を活かした

新製品を紹介しました。当社ブースでは多数の活発な商談が行われ、当社ブランドの浸透が図れた有意義な展示会

となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、1,298億８千９百万円（前連結会計年度末比12億５千８百万円

減）となりました。資産の部では、流動資産が受取手形及び売掛金の減少などにより11億７千８百万円減少し、固

定資産が投資その他の資産の減少などにより８千万円減少しました。負債の部では、短期借入金から長期借入金へ

の借換などにより、流動負債が25億７千万円減少した一方で、固定負債が28億９千２百万円増加しました。純資産

は、その他有価証券評価差額金の減少などにより15億７千９百万円減少して645億６千６百万円となり、自己資本

比率は49.2％となりました。
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 当第１四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況については、営業活動によるキャッシュ・フロー

は、税金等調整前四半期純利益の減少などにより、前年同期に比べ４億７百万円収入が減少し、４億３千２百万円

の収入となりました。投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出の増加などにより、

前年同期に比べ７億２千９百万円支出が増加し、18億４千１百万円の支出となりました。財務活動によるキャッシ

ュ・フローは、長期借入れによる収入が増加したことなどにより、前年同期に比べ12億５千４百万円収入が増加

し、14億１千７百万円の収入となりました。この結果、現金及び現金同等物の当第１四半期連結会計期間末残高

は、前連結会計年度末に比べ１千４百万円減少し、51億３百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 第２四半期は、生活分野では需要期を迎え売上が増加することや、製品価格改定が浸透することが見込まれ、工

業分野では引き続きグローバルでの拡販を見込んでおります。2018年４月25日に公表した2019年３月期連結業績予

想からの変更はありません。 

 なお、７月に発生した西日本豪雨による損害額および当社グループの業績に与える影響につきましては現在調査

中であり、今後重大な影響が見込まれる場合には速やかに開示いたします。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2018年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,123 5,108 

受取手形及び売掛金 30,367 28,255 

電子記録債権 3,001 2,700 

商品及び製品 7,166 7,898 

仕掛品 194 170 

原材料及び貯蔵品 3,071 2,970 

その他 826 1,464 

貸倒引当金 △71 △67 

流動資産合計 49,680 48,501 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 15,548 16,285 

機械装置及び運搬具（純額） 11,330 11,821 

土地 20,955 21,129 

その他（純額） 6,014 5,823 

有形固定資産合計 53,849 55,059 

無形固定資産    

のれん 73 68 

その他 963 1,044 

無形固定資産合計 1,037 1,113 

投資その他の資産    

投資有価証券 19,844 18,430 

退職給付に係る資産 5,194 5,285 

その他 1,595 1,554 

貸倒引当金 △54 △55 

投資その他の資産合計 26,580 25,215 

固定資産合計 81,468 81,388 

資産合計 131,148 129,889 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2018年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 17,418 16,801 

電子記録債務 8,530 8,141 

短期借入金 12,124 11,038 

未払法人税等 1,050 189 

賞与引当金 1,023 609 

役員賞与引当金 29 8 

その他 7,294 8,110 

流動負債合計 47,470 44,899 

固定負債    

長期借入金 6,972 10,226 

退職給付に係る負債 3,011 3,031 

製品補償引当金 244 228 

その他 7,302 6,937 

固定負債合計 17,531 20,423 

負債合計 65,002 65,323 

純資産の部    

株主資本    

資本金 16,533 16,533 

資本剰余金 16,544 16,532 

利益剰余金 20,699 20,359 

自己株式 △1,425 △1,425 

株主資本合計 52,352 51,999 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 10,168 9,159 

土地再評価差額金 1,479 1,479 

為替換算調整勘定 235 164 

退職給付に係る調整累計額 1,179 1,080 

その他の包括利益累計額合計 13,061 11,882 

非支配株主持分 731 683 

純資産合計 66,145 64,566 

負債純資産合計 131,148 129,889 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年６月30日) 

売上高 26,184 26,102 

売上原価 19,977 20,245 

売上総利益 6,207 5,857 

販売費及び一般管理費 5,279 5,410 

営業利益 927 447 

営業外収益    

受取利息 2 1 

受取配当金 143 160 

為替差益 12 － 

その他 25 21 

営業外収益合計 184 184 

営業外費用    

支払利息 36 41 

持分法による投資損失 1 0 

為替差損 － 0 

その他 62 76 

営業外費用合計 100 119 

経常利益 1,010 512 

特別利益    

投資有価証券売却益 2 － 

特別利益合計 2 － 

特別損失    

投資有価証券評価損 9 － 

特別損失合計 9 － 

税金等調整前四半期純利益 1,003 512 

法人税等 348 173 

四半期純利益 655 338 

非支配株主に帰属する四半期純利益 1 △0 

親会社株主に帰属する四半期純利益 653 338 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年６月30日) 

四半期純利益 655 338 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1,479 △1,008 

為替換算調整勘定 72 △71 

退職給付に係る調整額 △99 △98 

その他の包括利益合計 1,452 △1,178 

四半期包括利益 2,108 △839 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 2,106 △839 

非支配株主に係る四半期包括利益 1 △0 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 1,003 512 

減価償却費 1,001 1,018 

のれん償却額 5 5 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △3 

受取利息及び受取配当金 △146 △162 

支払利息 36 41 

持分法による投資損益（△は益） 1 0 

賞与引当金の増減額（△は減少） △360 △414 

製品補償引当金の増減額（△は減少） △58 △16 

退職給付に係る資産負債の増減額 △213 △207 

投資有価証券売却損益（△は益） △2 － 

投資有価証券評価損益（△は益） 9 － 

固定資産売却損益（△は益） 11 16 

売上債権の増減額（△は増加） 217 2,308 

たな卸資産の増減額（△は増加） △544 △617 

仕入債務の増減額（△は減少） 185 △921 

その他 △36 △417 

小計 1,109 1,142 

利息及び配当金の受取額 145 162 

利息の支払額 △38 △36 

損害保険金の受取額 0 0 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △377 △837 

営業活動によるキャッシュ・フロー 840 432 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △1,238 △1,873 

有形固定資産の売却による収入 39 5 

投資有価証券の取得による支出 △0 △0 

投資有価証券の売却による収入 51 － 

貸付けによる支出 △2 △2 

貸付金の回収による収入 30 16 

その他 9 13 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,111 △1,841 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 300 △1,197 

長期借入れによる収入 2,400 6,000 

長期借入金の返済による支出 △1,916 △2,611 

自己株式の取得による支出 △0 － 

配当金の支払額 △529 △657 

非支配株主への配当金の支払額 △0 △2 

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出 
－ △58 

その他 △89 △55 

財務活動によるキャッシュ・フロー 163 1,417 

現金及び現金同等物に係る換算差額 18 △24 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △88 △14 

現金及び現金同等物の期首残高 6,266 5,117 

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,177 5,103 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（在外子会社の収益及び費用の換算方法の変更）

 在外子会社の収益及び費用は、従来、決算日の直物為替相場により円貨に換算しておりましたが、当第１四半期連

結会計期間より期中平均相場により円貨に換算する方法に変更しております。

 この変更は、近年在外子会社の収益及び費用の重要性が増しており、今後、さらに海外比重が高まることが見込ま

れるため、昨今の為替相場の変動を鑑み、会計期間を通じて発生する在外子会社の損益をより適切に連結財務諸表に

反映させるために行ったものであります。

 なお、この変更による影響額は軽微であるため、遡及適用は行っておりません。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区

分に表示しております。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2017年４月１日 至 2017年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注１） 

四半期連結損益
計算書計上額 
（注２）   生活分野 工業分野 計 

売上高          

外部顧客への売上高 15,325 10,859 26,184 － 26,184 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
854 340 1,194 △1,194 － 

計 16,179 11,199 27,379 △1,194 26,184 

セグメント利益 592 618 1,211 △200 1,010 

 （注）１．調整額は以下のとおりであります。 

セグメント利益の調整額△200百万円には、セグメント間取引消去△０百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△200百万円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

３．各セグメントに属する主要な製品の名称

・生活分野───エスレンビーズ、エスレンシート、エスレンウッド、インターフォーム、 

これら成形加工品、ＥＳダンマット、エスレンブロックなど 

・工業分野───ピオセラン、ライトロン、ネオミクロレン、セルペット、テクポリマー、テクノゲル、 

テクヒーター、エラスティル、フォーマック、ＳＴ－ＬＡＹＥＲ、これら成形加工品など 
 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注１） 

四半期連結損益
計算書計上額 
（注２）   生活分野 工業分野 計 

売上高          

外部顧客への売上高 14,710 11,391 26,102 － 26,102 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
778 347 1,126 △1,126 － 

計 15,489 11,739 27,229 △1,126 26,102 

セグメント利益 207 472 680 △167 512 

 （注）１．調整額は以下のとおりであります。 

セグメント利益の調整額△167百万円には、セグメント間取引消去△０百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△167百万円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

３．各セグメントに属する主要な製品の名称

・生活分野───エスレンビーズ、エスレンシート、エスレンウッド、インターフォーム、 

これら成形加工品、ＥＳダンマット、エスレンブロックなど 

・工業分野───ピオセラン、ライトロン、ネオミクロレン、セルペット、テクポリマー、テクノゲル、 

テクヒーター、エラスティル、フォーマック、ＳＴ－ＬＡＹＥＲ、これら成形加工品など 
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